
○
一
般
会
計
（
第
二
回
） 

　
補
正
額
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
三
千

八
百
三
十
七
万
七
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
は
、
七
十

一
億
三
千
五
百
七
十
五
万
八

千
円
と
な
り
ま
し
た
。 

　
主
な
も
の
は
、
第
三
学
童

保
育
所
空
調
設
備
工
事
請
負

費
百
二
十
万
円
、
第
三
学
童

保
育
所
移
転
に
伴
う
改
修
工

事
請
負
費
四
百
三
十
万
円
、

一
の
浦
〜
橋
本
線
案
内
標
識

設
置
工
事
請
負
費
三
百
五
十

万
円
、
須
恵
中
技
術
科
室
改

修
工
事
請
負
費
百
三
十
万
円
、

須
恵
東
中
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型

照
明
灯
設
置
工
事
請
負
費
二

百
万
円
、
類
似
公
民
館
及
び

組
合
集
会
所
新
増
築
等
補
助

金
五
百
二
十
万
円
な
ど
で
す
。 

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

 

○
水
道
事
業
会
計 

　
　
　
　
　
　（
第
一
回
） 

　
収
益
的
支
出
、
八
十
万
円

を
追
加
し
予
算
総
額
は
五
億

四
千
四
百
三
十
二
万
三
千
円

と
な
り
ま
し
た
。 

　
嘱
託
職
員
の
慰
労
金
で
す
。 

 （
全
員
賛
成
で
可
決
） 

◇
出
資
法
の
上
限
金
利
の
引

き
下
げ
等
、「
出
資
の
受

入
れ
、
預
り
金
及
び
金
利

等
の
取
締
り
に
関
す
る
法

律
」
及
び
「
貸
金
業
の
規

制
等
に
関
す
る
法
律
」
の

改
正
を
求
め
る
請
願 

　
前
記
の
法
律
を
左
記
の
と

お
り
改
正
す
る
よ
う
求
め
る

意
見
書
を
、
国
会
及
び
政
府

に
対
し
提
出
す
る
こ
と
を
請

願
し
ま
す
。 

記 

一
、
出
資
法
第
五
条
の
上
限

金
利
を
、
利
息
制
限
法
第

一
条
の
制
限
金
利
ま
で
引

き
下
げ
る
こ
と
。 

二
、
貸
金
業
規
制
法
第
四
十

三
条
の
い
わ
ゆ
る
「
み
な

し
弁
済
」
規
定
を
撤
廃
す

る
こ
と
。 

三
、
出
資
法
に
お
け
る
、
日

賦
貸
金
業
者
及
び
電
話
担

保
金
融
に
対
す
る
特
例
金

利
を
廃
止
す
る
こ
と
。 

請
願
者 

　
福
岡
県
司
法
書
士
会 

　
　
会
長
　
三
河
尻
和
夫 

紹
介
議
員
　
合
屋
　
伸
好 

　
　
　
　
　
三
　
　
良
人 

　
　
　
　
　
百
田
　
善
廣 

 （
全
員
賛
成
で
可
決
） 

　
政
府
関
係
機
関
に
送
付
し

ま
し
た
。 

　
　
　
　
　 

◇
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
を
求
め
る
請
願 

　
三
位
一
体
改
革
で
今
後
の

焦
点
は
地
方
交
付
税
で
す
が
、 

削
減
は
必
至
と
い
え
ま
す
。 

　
全
国
的
な
教
育
水
準
の
確

保
や
地
方
財
政
を
圧
迫
さ
せ

な
い
た
め
に
は
、
こ
れ
以
上

の
国
庫
負
担
金
の
削
減
は
す

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　 

　
教
育
予
算
は
、
未
来
へ
の

先
行
投
資
で
あ
り
、
子
ど
も 

た
ち
が
ど
こ
に
生
ま
れ
育
っ

た
と
し
て
も
、
等
し
く
良
質

な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

は
、
憲
法
の
保
障
す
る
と
こ

ろ
で
す
。 

　
し
た
が
っ
て
政
府
は
、
国

の
責
務
で
あ
る
教
育
水
準
の

最
低
保
障
を
担
保
す
る
た
め
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

を
堅
持
す
る
よ
う
に
強
く
要

請
し
ま
す
。 

請
願
者
　
岩
谷
　
靜
夫 

紹
介
議
員
　
藤
石
　
　
豊 

（
賛
成
多
数
で
可
決
） 

賛
成
：
十
三
　
　
反
対
：
二 

　
政
府
関
係
機
関
に
送
付
し

ま
し
た
。 

 

◇
次
期
定
数
改
善
計
画
の
実

施
を
求
め
る
請
願 

　
政
府
は
、
公
務
員
の
総
人

件
費
改
革
実
行
計
画
の
中
で
、

一
般
公
務
員
と
は
別
に
「
人

員
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
で
、

特
に
教
職
員
の
人
件
費
削
減

を
求
め
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
本
年
度
の
次

期
定
数
改
善
計
画
の
実
施
が

見
送
ら
れ
、
教
職
員
の
定
数

は
自
然
減
分
の
義
務
制
約
一

千
人
、
高
校
約
五
千
人
が
減

少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
政
府
は
、
国
の
責
務
で
あ

る
教
育
水
準
の
最
低
保
障
を

担
保
す
る
た
め
、
教
育
制
第

八
次
・
高
校
第
七
次
教
職
員

定
数
改
善
計
画
を
実
施
す
る

こ
と
。
　 

　
自
然
減
を
上
回
る
教
職
員

定
数
の
削
減
を
行
う
こ
と
な

く
、
学
校
現
場
に
必
要
な
教

職
員
の
人
員
・
人
材
を
確
保

す
る
こ
と
を
強
く
要
請
し
ま

す
。 

請
願
者
　
岩
谷
　
靜
夫 

紹
介
議
員
　
藤
石
　
　
豊 

 （
賛
成
多
数
で
可
決
） 

賛
成
：
十
一
　
　
反
対
：
四 

　
政
府
関
係
機
関
に
送
付
し 

ま
し
た
。 

歳入・歳出総額 
71億3,576万円 

十
八
年
度 

補
正
予
算 

請
　
願 

開会を宣言する長澤議長 

　平成１８年第２回定例会は、６月１４日から６月２２日
までの９日間で行われ、提案された１７件の議案、お
よび報告２件・諮問２件・請願３件・意見書１件は、
すべて原案のとおり可決、承認されました。 
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